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概要 

 当ワーキンググループの業務は工学部２号館で開催される各種行事の映像・音声の個別教室への配信およ

び、工学部百周年記念館で開催される行事（学会、研究会、講習会、シンポジウム等）における館内設備の

利用に際しての技術的サポートを業務としている。本年度は各専門技術室より１～２名、再雇用職員１名が

加わり１２名体制にて業務を担当した。支援体制として技術部企画調整室の指示により再雇用職員１名を専

任職員とし、平日の業務を担当する事とし、時間外や休日等の業務を他のメンバーで担当する事を年度始め

に確認した。 

本年度の技術部への業務依頼は６４件で、その内訳を図１に示す。講義、講習会、学会、シンポジウムの

開催支援が大半を占める。前年度と比べ業務依頼数が２６件ほど少ないが、１１月～１２月まで施設改修工

事のため百周年記念館の利用ができなかったためであると考えられる。この内６０%の業務を専任職員が担

当している。学生実験や研究支援を本務とする他メンバーの負担はかなり軽減されたようである。この他に、

学科主催の行事に際してワーキンググループを経ずに最寄りの専門技術室への業務依頼が何件かあったよう

である。 

本年度、百周年記念館における総利用実績が１８５件であることからおよそ７０%の利用者は自ら操作を

して利用した事になる。技術部の支援体制の周知徹底および、平成２６年度に作成した写真付き操作マニュ

アル「百周年記念館利用案内」をユーザーが活用していただいた結果ではないかと考えられる。今後も学術

研究・教育支援の一環として技術サポートは継続されるが、マニュアルの改訂や操作講習会の実施で業務負

担を軽減しつつも、ユーザーにとって利用しやすい施設とする事ができるのではないかと思われる。 

 

 

図１ 平成２７年度業務依頼数とその内訳 
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